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1 . は じめ に

筆者は江戸末期の 本邦製地球儀と舶来地球儀に つ い て 調査して きたが (宇都宮, 1 9 9 1 , 1 9 9 2 ,

1 9 9 4
､ 宇都宮 ･ 杉本, 1 9 9 2 , 宇都宮他 ,

1 9 9 5
, 宇都宮, 2 0 0 2 , 2 0 0 3 , 2 0 0 5 , 2 0 0 6) ､ こ れ ら の

研究を進める中で ､
地理情報の 比較 ･ 吟味が必要となり ､ 球儀上 の地理情報量の評価法を開発

した (宇都宮 ･ 松本, 1 9 9 5) ｡ 本研究 で は､ 現在 ､ 日本 で製作 ･ 販売され て い る地球儀に つ い

て 球面上 の地理情報量の 吟味を試みる｡ 対象とする地球儀は､ ラ ベ ル の貼付の み の 会社で なく､

現在､ 日本国内で O E M 生 産と同時に自社販売まで
一

貫 した実質的な生産体制を と っ て い る地

球儀製作会社の製品で ある ｡

2 . 地球儀の概要

調査対象と したグ ロ
ー バ ル ･ プ ラ ン ニ ン グ社製地球儀 G P 14 3 5 型 は､ 直径 4 2 .4 c m の 球体か ら
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な り
､ 半円状 の 腕を含む と高さ 5 l c m ( 軽部 の み は 2 1 c m ) の

金属の 架台 に留め られ た 子午環で 支え られ て い る ( 写真 i) o

水平環を欠く 2 重回転式の地球儀球面に 貼付けられ た Lq 界図

( ゴ ア) は コ - テ ン グが施され て い るo 世界困に は 黄道は 認 め

られず ､
10

o

毎 の 経緯嫁が措か れ て い る o
一

般 に 販売さ れ て

い る地図類と 同様に ､ 本地球儀 の 製作年も無記入 で あ るが ､

1 9 9 5 年 2 月 の 購入以前に 作製され た こ と は 明 らか で あ る ｡

3 . 方法

本研究 の 解析 フ ロ ー囲 ( 図 1) に 示す よう に ､ ま ず､ 地球儀

球面上 で緯度方向に 1 5 ､ 4 5 ､ 7 5
o

の 緯線を､ 経度方向に は 1 5 ,

4 5
.
7 5

.
1 0 5

.
1 3 5

,
1 6 5

o

の 経線を柿入 して ( 写真 2) , 球薗を

緯経度 1 5
o

の セ ル に 分割し た後, 各セ ル 内 に 含まれる地理情 写真 1 グ ロ
ー バ ル ･ プ ラ ン

報を計iAr] し た o 次 に単位面積当た り情報量を算出して ､ コ ン
ニ ン グ社製地球儀

ク ー 表示 に よ り評価を加え た ｡ こ れ らの 情報量の 評価に適切な測定項目の 選定と計測基準は ､

既報 ( 宇都宮 ･ 松本, 19 9 5) に 従う ｡ た だ し､ 本地球儀で は 計測す べ き項目が多 い た め ､ 若干

の項目を追加した ｡ こ れ らを以下に 示す o

1 ) 計測:項目

経緯繰 1 5
o

間 隔 に囲まれ た 空間を 1 セ ル として ､
そ の 内部 の 〔.釘文字 (地方名､ I

l]岳 , 河 川 ･

海域､ 山頂高度) ､ ②都邑名称 (漢字と英文表記) ､ ,富国 ･ 地方 ､ ( 群) 島 の 名称 (漢字と英文

表記) ､ ④自然地名 ( 岬､ 山脈､ 川 ･ 湖沼 など ( 換字 と英文表記) ､ 厚) シ ン ボ ル ( 海流､ 海底地

形､ 山､ 都 邑 な ど) ､ (昏ア
ー ク ( 河系､ 鉄道 ､ 航路

･ 航空路､ 汀線や国境) な ど の 項FT そ れ ぞ

れ を カ ウ ン ト し､ そ れ らの 合計値をセ ル の 地理情報量とし た ｡ 文字 は カ ナ漢字と英文併記 で あ

るため ､ カ ナ と英字を分け て 計測す る｡ こ れ ら の項目以外に ､ 例 えば文字の配置､ ア ー

ク の 走

り方､ シ ン ボ ル の 種類と数､ 表示色 の数 ､
配色及び コ ン ト ラ ス ト

､
文字 フ ォ ン ト及びデザ イ ン

な ども重要な情報量で あり ､ 評価項目を 6 項目
山 .

と す る こ と は
､
充分で は な い か ､ 本研究で

図1 デ
ー タ解析フ ロ

ー

3 4

写真 2 グ ロ ー バ ル ･ プ ラ ン ニ ン

グ社製地球儀の球休部分
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も上記 の 計数可能な項目に 限定して 解析をすす めた｡

2 ) 計測条件

1 セ ル 内の 地理情報 6 項目の 計測で は､
一

定基準に よる計測が不可欠で あり､ 計測条件を以

下の よう に定め た｡

①文字 : 文字数は セ ル 内の ､ カ ナ ､ 漢字､ ア ル フ ァ ベ ッ ト､ 注記､ 海流 ･ 航路､ 山岳高度な

どの それぞれ
一

文字を､ 1 と して積算した総数で ､ 経緯線と重複す る文字は 0 . 5 又 は 0 . 2 5 と し

て 計測する｡

②都邑名称 : 都邑名称数はセ ル内の 各都邑､ 集落名を､ そ れぞれ､ 1 と して 積算した総数で ､

数セ ル に またがる単
一

の 都邑名はそ の セ ル の数 で除した｡ な お ､ 都邑の 地点位置を示す ｢ O ｣

印の シ ン ボ ル と都邑名が 同
一

セ ル に存在しな い場合は シ ン ボ ル の 位置を無視し､ 文字 の位置す

る セ ル の情報量とする ｡

③国 ･ 地方 ､ 島名称 : こ の計測条件も都邑名と同様で ある ｡ た だ し､ 地方名と次の自然地名

の 区別は厳密で なく､ 群島及び大洋名､ コ ラ半島な どで 代表される よう な
一

般名称とし て認識

され て い る名称は地方名とした｡

④自然地名 : 自然地名の計測条件も都邑名称と同様で ある ｡ こ の 項目に は河川､ 湖沼､ 岬､

半島､ 山脈 ･ 山岳名な どが含まれる｡ 山岳を示す ｢▲｣ は シ ンボ ル として 計測す るも の とし､

地名 の計測対象か ら除外した｡

⑤ シ ン ボ ル数 : シ ン ボ ル数は､ 山岳 ｢ ▲｣ ､ 海流 ｢ - ｣ ､ 海 底地形 ｢ - ｣ ､ 都 邑 ｢ O ｣ な どの

シ ン ボ ル の数 で ある｡

⑥弧 ( ア
ー ク) : ア ー ク 数は セ ル 内の湖 ･ 海岸線､ 河系､ 国

･ 州境､ 航路 ･ 航空路な どの 弧

( ア ー ク) の 数 で ある｡ 各ア ー ク は各 々 の 交会点で 分離 し､ 別 々 の 弧とした｡ た と え ば､ 水系

に 国境線が交差又 は海岸線に 国境線が交会す る場合は､ 弧 は 4 本又 は 3 本とし て計数される｡

た だ し､ 水系上 に境界線が重合する場合は分離せず､
一

本 とする ｡ な お ､ 点在す る小島は点と

して表示される場合でも閉曲線とみな し､ 1 本の ア
ー ク と した ｡

3 ) デ ー タ入力及びフ ァ イ ル作成

24 ( 横) Ⅹ1 2 ( 縦) の配列からなる合計 288 個 の各セ ル で測定された①文字数 《国､ 地方そ

の他を含む全文字数 ( カ ナ漢字､ 注記及びそ の ア ル フ ァ ベ ッ ト､ 海流､ 航路及びそ の ア ル フ ァ

ベ ッ ト) ､ ②都邑数､ ③群島 ･ 島･ 国 ･ 地方な どの 国 ･ 地方名称 ､ ④岬 ･ 山脈､ 川 など の 自然名

称､ ⑤海流､ 山､ 都 邑な どの シ ン ボル ､ ⑥ ア
ー ク (境界､ 水産線､ 鉄道､ 航路

･ 航空路な ど)

の順 に入力 して マ ス タ フ ァ イ ル を作成した｡

4 ) 面積計算及び前処理

経緯度 15
o

x 1 5
o

で 囲 まれ る セ ル面積の極から赤道 へ の拡大に伴な い ､ 地理情報が増加す る｡

そ こ で ､ セ ル の面積を基準化するため､ 緯度 15
o

ご と に セ ル面積を求め て ､ 各セ ル の項目ごと

に情報量を除す こと に より､ 単位面積当りの情報量を算出して ､ 項目別の デ
- タ フ ア イ ル とし

た｡ な お､ 1 5
o

x 1 5
o

の 経緯度に 囲まれる セ ル面積は積分法に より算出した ｡ 解析的方法 と積分

法に よる面積計算結果の比較に よると､ 1 5
o

ご と の計算結果で は､ 小数点以下 3 桁目で 値が異

なる の み で あるため (宇都宮 ･ 松本, 1 9 9 5) ､ ほ とん ど差がな い とし て ､ 本研究で は積分法に
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より面積計算を行 っ た｡

直径 ､ 約 43 c m の 球面上 の 経緯度 1 5
o

x 1 5
o

の 面積計算結果を表 1 に 示す ｡ な お ､ 既報告

と同様､ こ こ で も緯度 1 5 度間を1 5 万回計算

して 面積を求め た｡ 数値計算 は既開発の D O S

版 N 88 B A S I C プ ロ グ ラ ム に よ るが､ 当然 ､ 倍

精度で 実施 した｡ 経緯度 1 5
o

x 1 5
o

の 領域 の計

算時間は D e lll n s pi r o n 5 1 0 0 ､ C P U ､ 2 .5 3 G H z で

は数秒程度 で あり ､
既報告 の P C ( N E C の

表1 緯度別の1 5 x 1 5
o

面積 ( 単位c m
2

)

緯 度 積 分 法

o-1 5
o

3 0 .5 6 1 3

1 5 _ S O
D

2 8 .4 7 8 7

3 0 _ 4 5
o

2 4 .4 5 5 5

4 5 _ 6 0
o

1 8 .7 6 5 7

6 0 - 7 5
o

l l .7 9 7 2

7 5- 9 0
o

4 .0 2 4 8

球の 直径 : 42 .4 7 5 c m

p c 9 8 2 1 B p
の 5

,
6 分 ､ P C 9 8 Ⅹ L

2
の 5 0 分余) に よる計算時間とは比較にならな い ほど高速で あ っ

た｡

5 ) 等値線図化

以上の項目別フ ァ イ ル ( セ ル数は24 Ⅹ1 2 個) をもとに ､ 情報量を コ ンタ
ー 表示した｡ これ に は電

脳組のイ ンタプリク
ー

( B A S I C / 9 8 v e r . 5) を介して M S D O S 版 コ ンタ
ー 地図化 ソフ ト ｢ C O N T O R .

M A P ( 塩野ら, 1 9 8 8)｣ を w i n d o w s X P 上 で稼働させた｡ なお､ プロ グラ ム の実行で は､ 既報 で用

いた C O N T O R . M A P の ソ
ー

ス プロ グラム に若干の修正を加えた｡

4 . 結果

地球儀球面上 の地理情報量に は歴史的な情報の 蓄積および自然条件の 違い に より､ 空間的な

粗密がある ことは当然で あるが ､ 東ア ジ ア ､ 西欧先進国に 多く､ 途上国 に少な い ｡ こ の よ うな

定性的な観察で はなく､ 基準化され た各セ ル の情報量計算値をもと に ､ 等値線図 ( 図 2 - 7)

に 示した｡ な お ､ 記載で は小数点以下 3 桁は四捨五入 したが ､ 作図は計算値に基づく｡

こ れ ら の コ ン タ ー

図 は､ 全球を東西方向で ､ 西端の O
o

か ら東 に東経 1 80
o

( 西経 1 80
o

) を 経て ､

東 の 西経 o
o

に 戻 るよう に ､ 南北方向で は北極か ら赤道を経て南極 に至る等経緯度図として 太

平洋を中心 として 描画され て い る｡ 外囲が補間され て い るた め､ 図郭線部分で は問題を季むが ､

こ こ で は C O N T O R . M A P に より作図して い る
( ‖ミ2)

｡

図 2 は セ ル 内 の文字数を示 したもの で ある｡ 文字数は最大で 13 .0 6
､

一

般 に は 5
- 6 程度を

示す｡ 西欧 で 8 - 9 か ら最大の 1 3 .0 6 ､ 北米 で は 9 が､ 南米 で は 4 - 5 が ､ ア フ リ カ で ､
5
-

6
､

東南 ア ジア で は 4 - 5 を示し て い る｡

図 3 は都邑数で ある ｡ 都 邑数は最大で 1 .2 8
､

一

般 に は 0 . 5 - 0 .9 程 度を示す ｡ 西欧で は
一

般

に 0 .9 - 1 .2 で ､ 最大 の 1 .2 8 が ､ 北米で は
一

般 に 0 .8 - 1 . 1
､ ア フ リ カ ､ 0 .6

､ 東南 ア ジア で 0 .2 -

0 .5
､ 南米 で 0 .2 - 0 .5 が 見 られ る｡

図4 は国 ･ 地方名称で ある｡ こ れ ら の名称は､ 最大 で 1 .0 7
､

一 般 に は 0 .3 程度を示す ｡ 西欧

で は最大の 1 .0 7 を 示し､ 北米 で は 0 .
1 - 0 .3

､ 南 ア ジ ア か ら豪州 にか け て は 0 .1 -

0 .3 の 値を示

す｡ こ れ は ､
歴史的蓄積に より､ 名称が多い ため で あろう ｡

図 5 は自然名称で ある ｡ 河 川 ､ 湖沼､ 山岳 ･ 岬な どの 自然名称は ､ 最大 で 0 . 5
､

一

般 に は ､

o .1 - 0 .1 5 を 示す ｡ 南 ア ジ ア か ら豪州に か け て は､ 0 .1 - 0 .1 5
,
北 米､ カ ナ ダ で は ､

一

般 に

o .1 - 0 .1 5 で あ る が
､ 最大 の 0 .5 も認められる ｡ ロ シ ア - フ ェ エ ノ ス カ ン ジ ア に 0 .3

､
西 ア ジ ア
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C o n t o u r i n t e r v al :1 .0

図 2 文字数

C o n t o u r i n t e r v al :0 .1

図 3 都市 ･ 市街地数

C o n t o u r i n t e r v a l :0 .1

図 4 国 ･ 地方名称数
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C o n t o u r i n t e r v al :0 .0 5

図 5 自然名称数

C o n t o u r i n t e r v a l :0 .5

図 6 シ ンボル数

C o n t o u r i n t e r v al :0 .5



宇都宮陽 二 朗 和製地球儀球面上 の 地理 情報量 に つ い て

に
､
0 .4 5 の 大 きな値が見られる｡

図 6 は シ ン ボ ル数 で あ る｡ シ ン ボ ル数は最大で 5 .9 9 を示し､ ア ジ ア か ら太平洋､ 南ア フ リ

カか らイ ン ド洋付近で は 4 - 5
､ 大西洋で は 0 . 5 - 1 .5 ､ 北太平洋で は 4 .5 - 6 ､ 南太平洋で 2 . 5 - 3

と な る｡ こ の よう な高い値は､ 主 に海域の 海底地形､ 海流の シ ン ボ ル に依存し て い る｡

図 7 は球面上 の ア - ク の総数で ある｡ ア ー ク数は最大で 6 .0 8
, 東南 ア ジア で は

一

般 に 1 .5 -

3 . 5
､ 南米 ､ カ ナ ダで は 2 .5 - 4 .5 を 示す ｡ 最大の 6 .0 8 は北西 ヨ ー ロ ッ パ に 認められる ｡ カ ナ ダ

北部で は 2 - 4 を示す｡

5
. 考察

地球儀球面上に 示され る地理情報は､ 歴史的蓄積や現代に お ける生産活動の 活発な地域に密

で あるが､ 製作者の 情報の 取得､ 編集､ 表示 の各プ ロ セ ス に お ける地理学的素養 ･ 知識や経験

の総合されたも の で ある｡ 球 の直径 ( 正確 に は球面空間) の 制約は製作者に地理情報の ス クリ
ー

ニ ン グ を強い る｡ 地理情報量の最適性の認識に は利用者側の 興味や知識 レ ベ ル に より差が生ず

る こ とは言うま で もな い が ､ 球面 に情報を高密度で 表示する場合､ 最適な地理情報量が存在す

る で あろう

美的感覚やデザイ ンか ら表示情報量とそ の配置 ･ 配色
､ 相互の 関係も重要で あるが ､ 情報量

は, 最終的に は編集と表示に依存する ｡ 地図､ 地球儀は他の 出版物と同様に利用者､ たとえば､

小学校教育用､
一

般社会人用な どを想定して ､ 記載する情報の項目と量の 取捨選択が行われ て

い る｡ 学校教育用で は ､ 日本の 場合､ 学習指導要領に 従 っ て取捨され る こ とは､ 明 らか で あ ろ

う｡ こ れ らの 情報選択で ､ 編集主幹者､ 地球儀製作会社の 政治的意図､ 科学的世界観と自然観､

就中､ 商業主義が反映される ことは資本主義体制下の生産活動で あ り､ 現代社会 ( ? ) の 宿命

で もある｡ こ れ は数少な い 共産圏の地球儀に つ い て も､ 類推 で きるが ､ こ れ らの 比較は今後の

興味ある地政学的な問題となろう｡

本研究で扱 っ た 日本製地球儀の文字数や都邑の 数な どの地理 情報は ､ 国際社会 ･ 経済情勢や

植民地経営な どを含む歴史的な情報の蓄積を反映して 西欧及び北米に多いが ､ 既報 の外国製地

球儀の よう な生産国 へ の地理情報量の偏在は少ない よう で ある｡ 本邦製の 地球儀の 吟味は､ 今

の と こ ろ
､
こ の地球儀の み で あるが､ 地理情報の 多くが歴史的に 蓄積され て い る国 々 に ､ 空間

的重みづ けがあると して も､ 世界全体とし てみた場合､ バ ラ ン ス が保たれ て い ると推定される｡

詳細な吟味に は､ 世界 の 各国にお い て そ れぞれ数社の地球儀を対象として ､ 同様な手法で 情報

量を算出し､ そ の平均値を算出した後に議論す べ き で あり､
一

社の 地球儀の み の 解析例をもと

に ､ 本邦製地球儀全体の傾向を諭ず る つ もりはなく､ 作業仮説と して 提示した ま で で ある｡

6 . ま とめ

現在 ､ 本邦 で製造され て い る地球儀球面に表示された地理情報量の 評価の た め､ 任意の 地球

儀を例に ､ 球面上の経緯度 1 5
o

の セ ル空間を 1 単位として ､ 文字､ 都邑名､ 国 ･ 地方と (群)

島名､ 河流､ 岬 と山岳な どの 自然地名､ シ ン ボル および弧の 各項目を計測し､ 吟味した｡ そ の

結果､ 既報の 評価法が有効で ある ことが確認された｡ さ ら に ､ 本邦製地球儀の 解析例で は地理

情報量の 製造国 へ の 偏在が少な い こ とが明らか とな っ た｡
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注

注 1 : 詳細 に区分す れ ば､ 2 1 項目 で あ る｡

注 2 : 球面 で あ るた め隣接 す る 直近 デ ー

タ を 外囲に 与 え て マ トリ ッ ク ス を 1 4 Ⅹ2 6 に 拡大す れ ば､ 少 し は解

消 され る筈 で あ る が､ こ こ で は計 測した 値を用い た｡
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